
























































Game Analysis of a Handball Game:
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図4　セットオフェンス時のポスト位置 図5　シングルポストの攻撃パターンにおける成功率
図3　シングル・ダブルポスト攻撃時の成功率
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ブロックプレーにより、防御を引きつける、マークを
外すことで味方を優位な状況にする支援プレーや相
手防御形態を崩すための味方プレーヤーとの対応
動作である。このことで、その局面、その部分での数
的優位関係を出現することが可能であることが伺え、
コンビネーションプレーやグループ戦術には、重要
な役割があると考えられる。
ダブルポスト攻撃のパターンにおける成功率（図
6）では、防御の前後・左右の空間を利用する2人
移動の成功率は28.0%、1人移動/1人ブロック
58.3%、2人ブロック26.3%であった。1人移動/1
人ブロックの攻撃は約6割の成功率をあげていること
で、ゴールエリア付近の防御間をポストプレーヤー
が、前後・左右の防御間へ移動し、バックプレー
ヤー、ウイングプレーヤーの対応動作、また、バッ
クプレーヤー、ウイングプレーヤーの防御間の攻撃
により、ポストプレーヤーの空間移動、防御間が広
がることで、防御をブロックすることが可能となること
が伺える。このことで、ポストプレーヤーを絡めた2
人から3人のコンビネーションプレーは、防御体型
のマークミスがおき、数的優位な条件が作りやすい
こと。防御のマークから外れることで、バックプレー
ヤーのシュートチャンスが増えることが伺える。2人
移動・2人ブロックのパターンは、ゴールエリアライ
ン付近を前後・左右に動き回り、中央4人の防御プ
レーヤーが、2人のポストプレーヤーに引きつけら
れ、アウトサイドでの数的優位やポストシュートやバッ
クプレーヤーの個人技術により攻撃が完了している
と思われる。
4．まとめ
本研究では関東大学女子の試合から0‒6防御時
のポストプレーヤーに着目し、遅攻時における集団
戦術の動きの有効性を観察することによって、攻撃の
最終局面にどのように関与しているのかを検討した。
結果として以下のような所見を得た。
（1） ポストプレーヤーとバックプレーヤーのコン
ビネーションプレーは複数の条件を作りやす
く、有効な攻撃戦術であることが示された。
（2） ポストプレーヤーの移動戦術は、防御を引き
つけることで、ミドル・カットインプレーが優位
な状況になる。
従って、防御の間からのミドルシュート技術
力と防御の間を割って入る技術とシュート力の
必要性が示された。　　
（3） ポストプレーヤーの移動は防御形態が広が
ることで、攻撃の中心となるバックプレーヤー
の攻撃が行いやすくなり、アウトサイドの空間
的スペースを利用しやすくなる。
（4） 防御者の前方もしくは後方に走り込み、防御
間への移動やブロックプレーは、味方を優位
な状況にする支援プレーであり、相手防御形
態を崩すための味方プレーヤーとの対応動
作により数的優位関係を出現することが可能
である。
（5） ダブルポスト時のポストプレーヤーを絡めた
コンビネーションは、各プレーヤーが局面ご
とで役割を果たすことでグループ戦術の目的
を達成する。
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